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研究成果の概要（和文）： 

マダガスカル国内では森林保護の動きが急速に高まっているが、村落部では木材を今なお生活

のために必要としており、資源の持続と生活文化の持続の双方が求められている。本研究では、

両者の調和をはかるため、村落生活者による木材利用の実態と、その経年変化の傾向を明らか

にした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

In Madagascar, where the movement of forest conservation is active these years, 

inhabitants of rural areas are obliged to use wood materials to make their living, and 

therefore it is necessary to sustain both forest resources and rural life.  This research, 

aiming at balancing the both targets, clarified actualities of rural people’s wood use and the 

tendency of its change. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究の対象地域マダガスカルは、世界的
にみてもユニークな動植物が豊富にみられ、
「生物多様性のホットスポット」と呼ばれて
きた。それにもかかわらす、人口増加に起因
する自然破壊が進行しており、ある推算によ
れば、マダガスカル国内の森林面積は 1965

年からの約 30年間で 68パーセントに減少し
たという。危機に瀕した生態系を保護するた

め、マダガスカル政府は、自然保護に関わる
国際機関や内外の NGO の活動を支援し、
2007 年から 5 年間のあいだに保護区面積を
3.5 倍にすると宣言した。もしこれが実現す
れば、国土の 1割が保護区化することになる。 

 しかし保護区近辺の住民にとって、こうし
た動きは、かならずしも歓迎できるものでは
ない。なぜなら、村落部の生活は「近代的な」
生活様式から隔たっており、手近な動植物を
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道具作りの素材や食材として利用している
ためである。もし保護区面積が急激に広がる
と、有用な動植物を利用できず、生活手段が
断たれてしまう可能性がある。このことは、
経済的な観点のみならず、在来の生活知識の
継承という文化的な観点でも、ゆゆしき問題
である。 

 それにもかかわらず、マダガスカルの人び
とが実地でどのような動植物を利用し、それ
ら個々の動植物種にどれだけ採取圧がかか
っているかという観点からの総合的な報告
はない。また、そのための研究体制や、問題
解決のための行政レベルの連携（とくに森林
行政と文化行政の連携）もない。 

 ところで、自然資源に依存しつつくらす人
びとの知識は、日本の生態人類学やアメリカ
文化人類学のもとで、民族生物学的アプロー
チによってとりあげられてきた。しかし、こ
のアプローチが栄えた 1970年代および 80年
代、マダガスカルではフランス民族学やイギ
リス社会人類学の影響が支配的だったため、
動植物についてのローカルな知識がほとん
ど着目されてこなかった。植物学者の一部は
この点に配慮して仕事を進めたものの、現地
名と利用法をごく断片的に報告したにすぎ
ない。そうした知識にもとづいて生計を立て
るうえで、人びとがじっさいにどのような行
動を起こし、それによってどのようなインパ
クトを環境に与えてきたのか、相互連関的に
記述がなされることはなかった。 

 この点は、いまや数ある森林（生物）保護
プロジェクトも、じゅうぶんに配慮できてい
ない。プロジェクトは、大型の動植物種や固
有種の現状把握には熱心であっても、一般的
な種と人びととの関わりを軽視しがちであ
る。ひどい場合は、人間活動が生態系に負の
インパクトを与えると先験的に仮定し、人び
とを保護区から遠ざけて問題解決としてし
まうことすらある。 

 人びとと森林との関わりを明らかにする
ためにも、また森林保護プロジェクトにおけ
る住民への偏見を是正するためにも、森林の
観察と人びとへの聞き込みの両方にもとづ
き、人びとの森林利用の実態を把握する必要
がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 本研究では、森林地域において動植物の生
育環境を形成する樹木種に焦点を当て、自然
科学的な方法（多点プロット調査）と社会科
学的な方法（エリシテーション調査）とを併
用しながら、各樹種の用途と利用実態、生育
実態を明らかにする。 

 エリシテーション調査では、利用される樹
種（木材資源）の同定、それに関する人びと
の知識の記載、よく利用される樹種・樹齢の
経年変化の推定をおこなう。また、多点プロ
ット調査では、森林の全体的な樹種構成を明
らかにするとともに、エリシテーション調査
で特定された樹種の機能特性を推定するた
めのサンプリングをおこなう。 

 最後に、ふたつの調査結果を総合し、木材
（森林）利用の変化の傾向と、それに関わる
原因を特定する。また、マダガスカルの研究
機関と協議しつつ、森林保全と文化継承の方
針を提案する。 

 

３．研究の方法 

 調査地は、マダガスカルにおいて家屋用建
材を多く用いる中央高地部地域（アムルニ・
マニア県アントゥエチャ郡）の地域から選定
した。この地域は、マダガスカル国内で唯一
のユネスコ無形文化遺産指定地域であり、木
彫り知識が遺産と見なされている。とくに、
多様な樹種によって構成される一次林に近
いフェンプナ村をおもな調査地とし、以下の
諸点について調査をおこなった。 

 

(1) 環境森林省の地方局にヒアリングをおこ
ない、村落部住民による森林資源のアク
セス権を明らかにした。 

 

(2) 村内の木造家屋 31 軒をすべて訪問し、そ
れに用いられている木材の樹種を聞きこ
み、建築年代から利用樹種の変化を推測
した（エリシテーション調査）。 

 

(3) 村の周囲にある 2 つの林分から、
2m×10mのプロットを 3ヶ所ずつ選定し、
プロット内にある 2m 以上の樹木個体す
べての樹種を記録した（多点プロット調
査）。樹種同定は、アンタナナリヴ大学理
学部の協力を得ておこなった。また、そ
れぞれの樹種について 3 個体以上から葉
と材をサンプリングし、機能特性を推定
するための材料とした。 

 

(4) 建材に用いられる樹種について、直径
10cm×高さ 10cm の木材をサンプリング
し、機能特性を測定した。 

 

 



４．研究成果 
 上記(1)～(4)に関して以下のような結果を
得た。 

 
(1) 一次林の管理は、地元用益者組合

（vondron'ny olona ifotony / 

community-based organization）に委
ねられていた。これは 1996 年法令第
25 号および 1998 年政令第 610 号にも
とづくもので、調査地では 2011 年に権
限委譲がおこなわれていた。地元用益
者組合は、区域内の樹木伐採活動をす
べて掌握し、組合外部者に対しては許
可を与えるとともに、組合員の活動は
すべて記録して森林局に報告すること
になっている。 

いっぽう二次林は、焼畑として使用し
た実績のある者が用益保持者となって
いた。これは森林局には報告されてい
ないものの、村内では用益権保持者が
明確に認知されていた。 

 

(2) 調査地の家屋はさまざまな樹種の建材
を用いて建てられていたが、そのなか
でも、棟持ち柱（通常は 3 本）に関し
ては樹種が限定されており、アカテツ
科の Faucherea parvifolia またはフト
モモ科の Eugenia spp.がよく使われて
いた。いずれも比較的目が詰まってお
り、成長速度の遅い樹種と推定される。 

 

 

家の建築年代ごとに棟持ち柱の樹種を
調べたところ、社会主義時代以前
（1990 年以前）の家屋では上記の樹種
以外 5/52 の棟持ち柱はわずか 1 本（7

軒の家屋の棟持ち柱 21 本中；4.8%）、
1991～2005 年の家屋では 5 本（16 軒
の家屋の棟持ち柱 52 本中；9.6%）だ
ったのに対し、森林管理が強化される
2006 年以降は 13 本（6 軒の家屋の棟
持ち柱 16 本中；81.3%）にのぼった。 

 

森林管理が強化される時期に棟持ち柱
の樹種が大きく変わるのは、その樹種
が利用できなくなったためではなく、
他地域に出稼ぎして森林伐採・木材加
工をおこなうことがなくなり、建築の
ための資金が減ってしまったことと関
わっているようである。種ごとの個体
密度の増減はこの結果から判断できな
いので、それぞれの樹種の入手可能性
についてはさらなる調査が必要である。 

 

(3) 合計 120 平方メートルのプロットで
101 種が記載された。これは、日本の
照葉樹林や東南アジアの熱帯雨林と比
較しても多様性が高いといえる。それ
ぞれの樹種の機能特性については現在
分析中である。 

 

(4) 50 種をサンプリングした。このうち 26

種は多点プロット調査で記載した樹種
と重複しているため、(3)の方法で推定
した機能特性の精度を確認できる。ま
た、(3)で記載できなかった樹種の機能
特性も明らかとなる。ただし、サンプ
ルは現在分析中である。 

 

 現在分析中の(3)および(4)について結果が
得られれば、「研究の目的」で述べた木材（森
林）利用の変化の傾向と、それに関わる原因
が明らかになるはずである。また、それにひ
き続いては、マダガスカルの研究機関と協議
しつつ、森林保全と文化継承の方針を提案す
ることも可能である。 
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